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くはじめに ノ 

1980 年前後から養護教諭を 中心に子供の 体温水準が低下していることが 指摘されるよ う になった 

1, 2) 。 その 低 体温化の一例として、 田中 (1951) 3) は小学生の午双 10 時の平均腋窩 温は 37.3C であ 

ることを示し、 一方 1980 年代になると 小林 ら (1982) むは 昼食前の平均腋窩 温が 36.6C 、 秋山ら (1985) 

5) は同様に 36.4C であ ると報告し 、 明らかに子供の 低体温化がすすんでいるよ う に感じさせるも 

のであ る。 その後、 養護教諭をはじめ 小児科医や体温の 研究者などがその 実態について 調査を行っ 

ているが、 未 だにその真偽は 明らかでない。 

しかしながら 先行研究において、 いく っ かの点が低体温問題を 取り扱う問題点として 指摘されて 

いる。 一番目に挙げられるのは 体温測定に関する 問題点であ る。 低 体温問題を扱 う 場合に、 比較さ 

れる体温 値 がどのような 条件で計測されているのかを 明らかにしなければ 比較対照としては 問題で 

あ る。 子供の低体温問題と 一致する時期に 電子体温計が 一般的に使用されはじめており、 特に初期 

には予測 式 電子体温計による 誤差などが問題視されたよ う に、 測定体温計や 測定時間などが 同一で 

ない点が問題として 挙げられる。 ・ 7) 。 また体温は、 測定環境条件や 様々な個体条件 ( 睡眠、 運動、 

食事、 疾患、 日内周期、 女性周期など ) によってその 値は異なるため、 どのような条件で 測定され 

たかを把握しなければ 単順 に比較することもできない。 さらに、 低 体温化問題に 関して、 体温水準 

の低い子供がどのような 健康上の間題を 持っているのかを 明らかにすることも 必要であ る。 以前の 

我々の調査において、 子供の体温は 必ずしも従来と 比して低い値は 示されなかったがにの 場合も 

先に述べたよ う に測定方法が 異なるため 単順 に比較できるものではないが ) 、 体温水準の低い 傾向の 

児童において 運動習慣が低 い ことや家庭での 冷暖房の使用頻度が 高い傾向を示したことから、 低 体 

温傾向児童において 自律神経系の 疾病等やその 他の問題があ ることが示唆された 8)0 

そこで本調査では 子供の低体温問題に 焦点を当て、 小学生から成人までを 対象に朝及び 夕方の体 

温測定を行うとともに 身体状況や生活習慣に 関する調査を 行うことによって、 年齢と体温の 関係か 

ら 現代の子供の 体温水準が低体温傾向にあ るのか否か、 また生活習慣と 体温の関係から 個体温傾向 

を示す子供の 健康上の間 題点は ついて明らかにすることを 目的として行った。 究極的には本調査が 

現代生活に関する 健康問題について、 体温水準の面から 明らかにすることができればと 考えて行っ 
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たものであ る。 

く 方法 ノ 

調査は 2000 年 11 月から 12 月にかけて行った。 調査対象は、 県内 5 小学校生徒「 8 一 9 才 32 名 ( 男子 

22 名、 女子 10 名 )] 、 11 一 12 才 34 名 ( 男子 17 名、 女子 17 名 )] 、 県内 2 高校生 [15-16 才 33 名 ( 男子 14 名、 

女子 19 名Ⅱ、 県内 A 夜間高校生 [18 一 22 才 10 名 ( 男子 4  名、 女子 6  名 )]  及び県内 Y 大学生 [18 一 23 

才 10 名 ( 男子 6 名、 女子 4 名 ) であ った。 尚 、 女子の場合には 性周期に伴 う 体温変動があ るため、 

すべて 低 体温期に測定を 行わせた。 

調査は、 起床直後及び 夕食直前の体温測定 ( テルモ電子体温計による 腋窩 温 測定 ) を計 3 回 (3 

日間 ) 行った。 また、 生活習慣調査をアンケート 記入による質問法により 行った。 以下に主なアン 

ケート内容を 記す。 

く 生活習慣調査 ノ 

(1) 年齢，性別・ 身長・体重 

(2) 既往症について ( 貧血、 喘息、 アレルギニアトピⅠ低血圧、 高血圧、 冷え性、 その他 ) 

(3) 頻繁にあ る自覚症状について ( 頭痛、 不眠、 立ちくらみ、 吐き気、 下痢、 イライラ、 その 

他 ) 

(4) 運動習慣について 

1)  週の運動頻度 (3 日以上、 2 日、 1 日 、 0 目 

2)  自覚的発汗 量 ( 汗 っかき、 普通、 汗かかない ) 

3)  クラブ加入について ( 学内スポーツクラブ 加入、 学覚地域スポーツクラブ 加入 ) 

(5) 食事について 

1)  朝食、 昼食、 夕食及び間食の 摂取状況 

2)  自覚的水分摂取量 

(6) その他生活様式について 

1)  平均睡眠時間 

2)  自覚的冷暖房依存度 ( エアコン、 扇風 機、 スト一 ブ 、 床暖 ・カーペット 、 こたつ等の 

使用状況 ) 

(7) 体温測定時刻、 身体的状況など 

く 結果皮 ぴ 考察 ノ 

本調査は子供の 体温低下問題について 検討するため、 小学生、 高校生及び大学生を 対象に腋窩 温 

測定による体温測定を 行った。 子供の体温は 発育とともに 徐々に低下し、 15 、 6 才の思春期頃 にほ 

ほ 成人の値を示すようになることが 知られている 3) 。 本調査では、 同じ測定方法を 用いて小学生か 

5 大学生までの 年齢層の体温測定を 行 う ことにより、 子供の体温が 低下傾向にあ るのか、 否かほつ 

いて検討を行った。 尚 、 女性は性周期を 示すため本来は 男女別々に検討すべきであ るが、 体温の性 

周期の低温期にのみ 測定を行わせたことにより、 各年齢層による 男女差が認められなかったため、 

今回に限ってまとめて 検討を行った。 また、 3 日間、 3 回の測定を行わせたのは、 正確な体温 値の 

みを扱 う ためであ り、 個人の測定間の 差が 0 ・ 5C 以上あ る場合は、 平均値の処理データから 削除した。 
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図 1  各年齢層における 朝及び夜の体温分布 ( 上から小学生、 高校生、 大学生 ) 

図 1 は各年齢層における 朝及び夜に測定した 3 日間の平均体温分布を 示したものであ る。 小学生で 

は朝の平均は 36.1 士 0.35C 、 夜の平均は 36.4%0.29 で、 高校生ではそれぞれ 36.0 土 0.34C 、 36.3 土 

0 ・ 29C  、 大学生では 36.0 士 0 ・ 4C 、 36.2 士 0.36C  であ った。 1950 年代の小学生の 体温に関する 先行報 

告によると 3) 、 起床時の体温基礎体温 ( 口腔 温 )  は 36.5 ～ 36.6C  とされており、 今回測定した 腋窩 

温は口腔 温 に比して約 0 ・ 3C 低い値ではあ るが、 小学生と大学生の 平均腋窩 温 にも差がなかったこと 

も 含めて今回の 結果は現代の 子供の低体温 7 セ傾向を感じさせる 結果 - であ った。 先行研究による 低林 

温 児の対象範囲は 体温 36C 未満としている。 ) 。 今回の結果から 36 。 C 未満の低体温を 示した小学生の 

割合は 31% と非常に高い 割合であ った。 しかし、 子供の腋窩温は 環境 温 に影響されやすいことが 報 

告 されており 10.l1) 、 今回の測定時期が 11 月～ m2 月の時期であ ったこと。 また、 核心温の測定には 腋 

窩 温 よりも口腔温を 用いるべきであ るという先行研究もあ ることから 12) 、 仏体温児童が 多くなった 

か は ついてのこれ 以上の議論はここでは 一端避けることにする。 
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図 2  年齢に対する 朝及び夜の体温 ( 口は男子、 ムは 女子を示す・ 黒塗りは夜の 測定値・ ) 

図 2 は年齢と体温の 関係をプロットしたものであ る。 ここでは、 男女別にシンボルを 付け示した。 

朝の体温の回帰 式は y エー 0 ・ 015x+36.22  ほ 二 0 ・ 16L 、 夜の回帰 式は y- 一 0 ・ 0llx+36.48  ( 「 二 0 ・ 13) であ っ 

た 。 前述したよ う に、 朝起床時の体温 ( 以下基礎体温 ) は発育とともに 低下し、 14 ～ 16 才でほ ほ 成 

人に近い値を 示すといわれ、 8 ～ 10 才で 36.6 。 C 、 14 ～ 16 才で 36.2C との報告があ る 鈴 。 本調査結果 

からも年齢に 伴 う 基礎体温の低下傾向は 認められたが、 その低下変動幅は 非常に小さいものであ っ 

た。 この結果は、 同様の測定を 行ったにも関わらず 年齢による差が 小 t くなっていることから、 子 

保全体の基礎体温の 低下現象を示唆させるものであ る。 

図 3 に各年齢層における 1 日の平均体温変動 ( 夜 一朝 ) の分布を、 また図 4 に年齢に対する 1 日 

の 平均体温変動 ( 朝一夜 ) をプロットした。 小学生の 1 日の平均体温変動幅は 0 ・ 3 土 0 ・ 3C 、 高校生 

0 ． 39 士 0 ． 3C 、 大学生 0 ・ 21 土 0 ， 3 でであ り、 大学生において 最も幅が小さかったが、 図 4 から年齢に 

よる差は認められなかった。 体温は 1 日の周期を持ち、 一般の生活では 朝起床時に最も 低く、 夕方 

6 時過ぎに最も 高い値を示し、 この体温幅は 約 0 ・ 7 ～ 1,0 でといわれているが、 今回の結果は 全ての 

年齢層においてその 幅は小さいものであ った。 森と 朝山らは運動習慣が 1 日の体温の振幅を 大きくす 

る、 逆にいえば運動習慣のない 子供ほど振幅が /h 、 さくなることを 報告している ") 。 これらの生活 要 

因 との関係については 後述する。 
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図 3  1 日の体温 差 ( 夜 一朝 ) の分布 ( 上から小学生、 高校生、 大学生 ) 
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図 4  年齢に対する 朝及び夜の体温 ( 口は男子、 ムは 女子 ) 
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先行研究では 仏体温の範囲を 36C 未満という基準を 用いているが、 測定方法や測定部位さらには 

測定時間、 季節などにより 体温の測定値は 変動する。 そこで、 本研究では 低 体温傾向の特徴にっ い 

て 検討するため、 各年齢層の基礎体温を 3 等分し、 それぞれ 低 体温 群 、 中間 群 、 高体温 群 としてそれ 

ぞれの緒における 生活習慣の特徴について 検討を行った。 小学生では低温 群 (36.00 で以下 ¥W3 名 ) 、 

中間 群 (36.10-36.30C  ;22 名 ) 、 高体温 群 (36.31 以上 .18 名 ) 、 高校生では 低 体温 群 (35.83C  以下 ; 

11 名 ) 、 中間 群 (35.87-36.10 で ;13 名 ) 、 高体温 群 (36.50 で以上 ; 10 名 ) 、 及び大学生では 低 体温 群 

(35.87C 以下 ; 6 名 ) 、 中間 群 (35.93-36.10C; 7 名 ) 、 高体温 群 (36.30 で以上 ; 5 名 ) であ った。 

図 5 は各年齢層における 心身の疾病状況 2 項目 ( 既往症と自覚症状 ) と生活習慣として 問題とされる 

ような 4 項目 [ 週 あ たりの運動習慣 1 日以下、 食生活上の問題 ( 欠食、 間食、 食事量、 外食習慣な 

ど ) 、 夏期エアコン 依存度高い、 夜型生活 ( 平均就寝時刻 12 時以降 )] の該当率を各体温 群 に分けて 

示したものであ る。 各年齢層において 既往症や自覚症状があ るものが仏体温又は 高体温傾向を 示し 

た。 運動習慣については、 以前の我々の 調査では運動遊びの 嫌いな子供ほど 体温水準は低く、 また 

1 週間当たりの 運動日数が 4 日以上の子供ほど 高い体温を示した 8@ 。 また、 ラットを用いた 動物実 

験においても 運動を行っているラットほど 安静時の体温水準 は 高いことが示されている 回 。 近年、 

子供の運動不足が 指摘され、 従来に比べて 遊びのスタイルが 変容 し 、 外遊びが少なく、 家での遊び 

が 多くなっていることが 示されている 臥 ㈹。 このような結果から 今回の調査においても、 運動習慣 

と体温水準の 関係がみられるか 注目したが、 必ずしも先行研究のような 結果は得られず、 特に小学 

生の結果ではその 傾向もみられなかった。 さらに食生活に 関して、 小学生皮 ぴ 高校生では 低 体温領 

解において問題の 多い子供がみられる 傾向を示したが、 有意な差ではなかった。 夏期のエアコン 使 

用度については、 先行調査においてエアコン 依存度が高い 子供ほど 低 体温傾向を示している 8) 。 エ 

アコン依存度が 高いということは、 皮膚血管反応、 発汗反応や代謝性 熱 産生反応などの 自律性体温 

調節反応よりも 日常的に行動性体温調節反応に 頼るため、 体温調節機能が 低下し、 体温水準が低下 

する傾向があ るのではないかと 考えられる。 そこで本調査も 冷暖房使用に 関する調査を 行ったが、 

明らかな傾向は 認められなかった。 これは今回の 調査においてほとんどの 子供が (8 割以上 ) 現代 

生活において 冷房や暖房に 依存していたためと 思われる。 夜型生活に関しては、 夜の就寝時刻が 体 

温 の 口 内周期に影響することが 考えられるため 検討を行い、 特に高校生では 低 体温 群 に夜型生活者 

が 多い傾向が認められた。 また、 図 6 には 各 群の平均睡眠時間を 示した。 小学生において 基礎体温 

が低くなるほど 睡眠時間が短い 傾向が認められた。 また、 表 1 に体格指数であ る HMU と基礎体温との 

関係を示した。 小学生において 基礎体温が低い 群 ほど BMl 値が高い傾向が 認められた。 以前の報告に 

おいても 8) 、 皮下脂肪量が 多いものほど 低 体温傾向を示したこととこの 結果は一致するものであ る 

が 、 この理由については 明らかでない。 体 脂肪が高いことは、 日常の生活が 非活動的であ ることに 

も関連するが、 今回の調査から 運動習慣との 関連性は認めらなかったため、 今後の検討課題とされ 

る 。 
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図 5  各体温 群 における健康状態及び 生活習慣のマイナス 因子該当者率 

( 上から小学生、 高校生、 大学生 ) 
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表 1  各年齢層における 体温水準と BMI 

刀 、 とき生生 生三 高校生 大学生 
低 体温 群 中間 群 高体温 群低 体温 群 中間 群 高体温 群低 体温 群 中間 禅 高体温 群   

j@ ， @ ， 18.99@0.@28@18.@66@0.05@16.22@0.11@19.@02@0.23@24.@34@0.07@20.18@0.12@28.@74@0.26@21.64@0.87@20.38@0.@09 

*C@@ 20.48@0.@27@17.14@0.24@15.15@0.@28@18.82@0.@36@21.@09@0.20@21.@78@0.18@20.94@0.46@22.@32@0.15@22.@32@0.15 

表 2  各年齢層における 体温水準別の 生活習慣・疾病状態マイナス 因子の割合 

( 因子 : 既往症、 自覚的症状、 運動習慣、 食習慣、 エアコン使用の 5 項目 ) 

刀 、 特立 且三 高校生 大学生 

低 体温 群 中間 群 高体温 群低 体温 群 中間 群 高体温 群低 体温 群 中間 禅 高体温 群 

Ⅰ項目以上 78.26087  59.09091  72.22222 100  84.61538 90 100@ 85.71429 100 

2 ， S@a@@       @@ 30.43478@ 31.81818@ 33.33333@ 81.81818@ 61.53846 60@ 66.66667@ 71.42857 80 

3  項目以上 17.3913  4.545455  11.11111  45.455  23.07692 30 50  42.85714 40 

4  項目以上 4.347826 0 0  27.27273  15.38462 0  33.33333 0 20 

5 項目全て 0 0 O 0 0 0  16.66667 0 0 

以上のように、 現在の心身の 疾病状況や生活習慣上の 問題と低体温との 関係を検討したが、 単一 

項目を低体温の 原因として明らかにすることはできなかった。 体温水準は様々な 要因が重なり 合っ 

て 変動することも 考えられる。 そこで、 前述した 5 項目 ( 既往症、 自覚症状、 運動習慣、 食生活、 

エアコン依存度 ) の内の重複該当率を 表 2 に示した。 小学生、 高校生及び大学生とも 2 項目該当者 

の 割合は各 群で 差はないが、 3 項目以上該当する 者が低体温 群 に多い傾向が 示され、 生活習慣など 

の悪い因子が 積み重なることにより 自律神経失調症などを 導き、 体温の低温化を 招くことが示唆さ 

れる。 
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次に、 1 日の体温 差 ( 夜 体温一朝体温 ) と疾病状況及び 生活習慣との 関係について 基礎体温と同 

様に 3 群に分類し、 比較検討を試みた。 小学生では体温 差 小群 (0 ・ 1C 以下目 9 名 ) 、 中間 禅 (0 ・ 1-0 ・ 5C; 

27 名 ) 、 大群 (0 ・ 5C 以上 ;16 名 ) 、 高校生では小群 (0 ・ 2 で以下 ;10 名 ) 、 中間 禅 (0 ・ 2 日・ 5 で ;15 

名 ) 、 大群 (0 ・ 5C 以上 ; 9 名 ) 、 大学生では小群 (0 ・ 1C 以下 ; 7 名 ) 、 中間 群 (0 ・ 1 印 ・ 5 で ; 9 名 ) 、 

大群 (0 ・ 5C 以上 ; 2 名 ) であ った。 図 7 は各年齢層における 各体温 差 群の該当割合を 示したもので 

あ る。 既往症や自覚的症状を 持っているものほど、 体温の日向差が 非常に小さいまたは 非常に大き 

いという特徴が 見られた。 近年、 小学生や中学生における 昼食の欠食割合が 増加していることが 報 

告され ") 、 朝食を摂らないあ るいは摂っても 少量であ る割合は小学生で 30% 、 中学生で 37% であ る 

ことが示されている。 高崎らは体温の 日 内 リズムにおける 日中の体温上昇に 朝食の摂取が 影響する 

ことを示し 18) 、 朝食を欠食したり、 摂取量が少ない 場合には体温が 上昇せず、 体温の日内変動幅が 

小さくなることを 示唆している。 本調査では朝食の 欠食割合 ( ほとんど食べない ス は時々食べる ) 

は小学生 12% 、 高校生 24% 、 大学生 47% であ り、   これらの朝食欠食者に 日向体温差が 小さいといっ 

た 特徴はみられなかった。 また、 表 2 のような重複該当率との 関係も検討したが、 差はみられなか 

った。 

くまとめ ノ 

そもそも体温は 健康管理や疾患の 重要な指標として 用いられている。 体温は熱産生と 熱放散のバ 

ランスによってほ ほ 一定に保たれているが、 体重あ たりの体表面積が 大きい子供においては 物理的 

熱 放散が大人に 比して大きいため、 熱 産生量を増加させて 体温をあ る一定水準に 維持している。 そ 

のため、 熱 産生量の基本となる 基礎代謝量は 3 才で最大値を 示し ( 男子 57.2kcal./m2/hr 、 女子 55,6 

kcal/mVhr) 、 以後加齢とともに 急激に低下し、 18 才前後でその 低下は緩やかとなる。 子供はこのよ 

うに基礎代謝が 高く、 その上活発であ るため、 体温は成人よりも 0 ・ 2 ～ 0 ・ 5C 高い値を示すことが 知 

られている。 しかし、 1980 年頃 から子供の低体温問題が 出始め、 様々な議論が 行われている。 

子供の低体温に 関する問題として、 以下の 2 点を別々に考えることが 必要であ る 13) 。 先ず、 子供 

の 体温の平均値が 低くなったことと、 第 2 に 36 。 C 未満の、 いわぬる仏体温の 子供が増加したという 

ことであ る。 本研究ではこの 2 点についての 検討を同時に 行っているが、 今回用いた測定法の 問題 

点 ( 腋窩 温 測定と計測時間 ) から考えると、 体温の絶対値を 問題とする 低 体温の子供が 増加したと 

いう点について 検討するには 無理があ るよ う に思われたため、 体温が低い傾向を 示す子供の特徴を 

捉えるに留めた。 また、 同様の測定を 行っている大人と 子供の体温の 比較により、 「子供の体温が 大 

人の体温に比べて 高いものであ る」という仮説について 検証を行った。 その結果、 基礎体温におい 

て 小学生から大学生までの 体温の平均値の 差はなかったことから、 子供の体温は 大人よりも高いと 

いう仮説は認められず、 子供の低体温化を 支持する結果が 得られた。 この結果はどのように 解釈す 

るべきであ ろうか ? 確かに、 先行研究において 示唆されている 食生活、 運動習慣、 環境温然刺激低 

下など、 子供の生活スタイルの 変容は発育途上の 子供の身体に 多大な影響を 及ぼしていることは 否 

定 いものであ る。 多くの先行研究は 単一の生活因子と 体温との関係を 明らかにしょうと 試みている 

が、 実際には個々において 体温を低下させるマイナスの 要因もあ れば、 逆に体温を上昇させる ブ ラ 

スの 要因もあ るなど、 多くの生活要因が 複雑に関連し、 最終的に体温水準が 決まると考えるべきで 

あ ろう。 本調査においても、 生活スタイルにおいてマイナスの 項目が多い者ほど 体温が低い傾向を 

示しているとともに、 全体的に多くの 者において 2 項目は負の因子を 持っことが示されており、 この 
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ような負の因子が 最終的に体温の 平均値を下げていると 考えるべきであ ろう。 今後、 このような観 

点でさらに生活習慣と 体温との関係を 検討することが 必要と思われる。 
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